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平
成
二
七
年
度
（
現
中
学
一
年
生
）
か
ら

公
立
高
校
選
抜
制
度
（
推
薦
制
度
）
の
改
善

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
入
学
後
に
生
じ

て
い
る
生
徒
の
課
題
等
か
ら
改
善
が
問
わ
れ

て
い
た
。
大
学
入
試
に
お
い
て
も
、
推
薦
制

度
を
利
用
し
た
入
学
者
は
、
そ
の
後
の
生
活

や
就
職
で
課
題
が
残
る
と
批
判
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
。

推
薦
入
学
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
生
活
や
活

動
に
反
映
さ
れ
、
個
々
の
能
力
を
伸
ば
す
も

の
で
あ
る
こ
と
が
本
来
望
ま
れ
て
い
た
。

高
校
生
へ
の
意
識
調
査
で
は
、

希
望
や
能
力
に
応
じ
た
学
校
選
択

が
可
能
と
な
っ
た
点
で
満
足
度
が

上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
」
が
促
進
さ
れ
、
教
育
活

動
が
活
発
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

県
立
高
校
全
日
制
普
通
科
の

　
　
　
　
　
通
学
区
域
廃
止
後
は
・
・
・

学
校
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
生
徒
の
主
体
性
の
向
上
、
教
員

の
意
識
改
革
、
学
校
自
体
の
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
取
組

ま
れ
た
一
学
区
制
は
、
通
学
区
域
の
廃
止
前
と
比
べ
、
特
に
都

市
部
の
特
定
の
学
校
へ
志
願
が
集
中
す
る
と
い
っ
た
志
願
状
況

の
激
変
も
な
く
定
着
し
て
い
る
。

県立高校通学区域廃止後は・・・、　　県議会傍聴募集 !

旧通学区域外からの志願者の推移（全日制普通科、一般選抜）

旧通学区域 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H24-H19

新 発 田 村 上 96 113 121 135 121 116 20

五 泉 東 蒲 3 1 6 6 2 2 ▲ 1

新 潟 486 413 448 508 446 549 63

三 条 西 蒲 210 197 186 232 213 249 39

長 岡 柏 崎 82 103 118 123 131 110 28

魚 沼 63 109 118 130 117 140 77

上 越 18 18 12 15 10 11 ▲ 7

佐 渡 1 1 1 3 1 0 ▲ 1

全 県 普 通 科 計 959 955 1,010 1,152 1,031 1,177 218

普通科志願者計 10,468 10,095 10,046 10,214 8,804 9,665 ▲ 803

割　　合 (%) 9.2 9.5 10.1 11.3 11.7 12.2 3.0 

旧通学区域外からの志願者の割合の変化（全日制普通科、一般選抜）

旧通学区域 H19 H24 差 旧通学区域 H19 H24 差

新発田村上 7.8 11.0 3.2 長 岡 柏 崎 6.4 8.3 1.9

五 泉 東 蒲 2.0 1.7 ▲ 0.3 魚 沼 5.7 13.6 7.9

新　　　 潟 11.6 14.0 2.4 上 越 1.9 1.3 ▲ 0.6

三 条 西 蒲 19.1 23.4 4.3 佐 渡 0.2 0.0 ▲ 0.2

全県普通科 9.2 12.2 3.0

▼
県
議
会
傍
聴
見
学
会
の
ご
案
内

二
月
定
例
会
に
小
島
義
德
が
一
般
質
問

を
行
う
予
定
で
す
の
で
議
会
傍
聴
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご

参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
質
問
の
ご
意
見
も

お
寄
せ
下
さ
い
。

　

予
定
日　

平
成
二
五
年
二
月
二
八
日

　

集
合
場
所　

五
泉
市
総
合
会
館
前

　
　
　
　
　
　

専
用
バ
ス
で
移
動

　

集
合
時
間　

午
前
九
時
三
〇
分

　

参
加
費　

三
千
円　

昼
食
費
含
む

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。
締
め
切
り　

二
月
二
〇
日

ま
で



あ
る
の
で
評
価
の
可
否
に
つ
い
て
は
判
断
し
か

ね
る
。

問　
柏
崎
刈
羽
原
発
が
停
止
し
て
か
ら
一
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
経
済
や
雇
用

へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
非
常
に
深
刻
だ　

Ｂ
や
や
深
刻
だ　

Ｃ
あ
ま

り
深
刻
で
な
い　

Ｄ
影
響
は
な
い　

Ｅ
わ
か
ら

な
い

答　
Ａ　

原
発
の
再
稼
動
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

柏
崎
刈
羽
の
発
電
・
送
電
能
力
が
発
揮
で
き
る

Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。

問　
原
発
を
運
転
再
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど

う
考
え
ま
す
か
。
Ａ
再
開
を
認
め
た
い　

Ｂ
い

ず
れ
は
再
開
を
認
め
た
い　

Ｃ
当
面
、
再
開
を

認
め
た
く
な
い　

Ｄ
今
後
一
切
、
再
開
を
認
め

な
い　

Ｅ
判
断
で
き
な
い

答　
Ａ
〜
Ｅ
ま
で
は
選
択
肢
な
し
。
い
ず
れ
は
再

開
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
来
る
と
思

う
。

問　
前
問
い
で
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
答
え
た
方
に
う

か
が
い
ま
す
。
原
発
を
運
転
再
開
さ
せ
る
条
件

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
Ａ
原
子

力
規
制
委
員
会
の
安
全
基
準
を
満
た
す　

Ｂ
住

民
の
理
解　

Ｃ
県
の
技
術
委
員
会
の
検
証
が
必

要　

Ｄ
そ
の
他

答　
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
全
て
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。

（3）
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（
三
）県
民
の
多
様
な
意
見
を
反
映
す
る
た
め
選

択
肢
を
工
夫
し
追
加
す
る
こ
と

（
四
）市
町
村
に
よ
る
事
務
の
執
行
は
、
全
市
町

村
の
理
解
・
協
力
を
得
る
た
め
の
手
法
の

追
加

（
五
）投
票
資
格
者
名
簿
の
登
録
は
、
現
在
の
法

制
と
同
様
の
取
扱
い
と
す
る
方
法
の
採

用

知
事
は
以
上
の
課
題
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る

と
意
見
を
付
し
て
い
る
。

◆
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
県
民
の
声
を
受
け
と
め
る
趣
旨
は
全
員
異
論

な
し

二
、
二
者
択
一
の
選
択
肢
は
多
様
な
県
民
意
見
を

反
映
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

三
、
新
た
な
原
子
力
安
全
基
準
や
県
の
福
島
事
故

検
証
結
果
等
が
整
わ
な
い
段
階
で
は
判
断
が

で
き
な
い
こ
と

四
、
国
の
原
子
力
政
策
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
経

済
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
地
方
だ
け

で
判
断
し
に
く
い

五
、
原
発
の
稼
動
を
停
止
し
て
も
、
使
用
済
核
燃

料
の
保
管
リ
ス
ク
を
ど
う
す
る
か

六
、
立
地
地
域
の
振
興
策
を
ど
う
す
る
か

七
、
三
日
間
の
わ
ず
か
な
審
議
期
間
で
こ
の
よ
う

な
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
は
困
難

問　
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
ど
う

考
え
ま
す
か
。
Ａ
原
発
の
比
率
は
変
え
な
い　

Ｂ
原
発
の
比
率
を
下
げ
な
が
ら
も
原
発
を
中
心

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
続
け
る　

Ｃ
当
面

は
原
発
を
稼
動
さ
せ
る
が
、
徐
々
に
原
発
の
比

率
を
下
げ
る　

Ｄ
速
や
か
に
原
発
を
廃
止
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
変
え
る

答　
Ａ
〜
Ｄ
ま
で
に
は
選
択
肢
な
し
。
当
面
は
原

発
以
外
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
等
に
よ
る
発
電
を
行
い
再
稼

動
で
き
る
条
件
が
整
い
次
第
稼
動
さ
せ
、
原

発
・
火
力（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
等
）・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
進
め
る
。

◆
今
回
の
住
民
投
票
条
例
案
の
課
題

①
稼
動
の
議
論
を
す
る
に
は
情
報
不
足
、
原
発
の

安
全
確
保
に
関
す
る
情
報
や
福
島
原
発
の
事
故

検
証
な
ど

②
情
報
が
あ
き
ら
か
に
不
足
し
た
中
で
の
県
民
投

票
期
日
の
九
〇
日
の
縛
り

③
国
の
安
全
基
準
が
ま
だ
不
完
全
な
段
階

④
使
用
済
み
核
燃
料
の
保
管
リ
ス
ク

⑤
各
市
町
村
議
会
の
理
解
と
協
力

⑥
投
票
資
格
者
が
一
八
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
者
や
永
住
外
国
人
と
定
め
て
い
る
こ
と
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

二
、
国
の
責
任
で
地
域
振
興
策
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

三
、
投
票
の
実
施
前
に
原
子
力
に
つ
い
て
の
体

系
的
な
施
策
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と

四
、
二
者
択
一
で
は
民
意
を
適
切
に
反
映
で
き

な
い
こ
と

五
、
県
条
例
で
市
町
村
に
県
の
事
務
を
義
務
付

け
る
こ
と
は
地
方
自
治
法
の
趣
旨
に
反

す
る
こ
と

六
、
そ
の
他
執
行
上
の
問
題

七
、
以
上
の
課
題
に
対
す
る
考
え
で
県
民
投
票

を
実
施
す
る
に
は
次
の
視
点
か
ら
の
対

応
が
必
要

（
一
）県
民
投
票
の
期
日
や
情
報
提
供
は
、
投
票

の
期
日
に
制
限
を
設
け
な
い
こ
と
や
、
県

民
が
稼
動
の
是
非
を
考
え
る
た
め
の
十

分
な
情
報
を
知
事
が
提
供
す
る
こ
と
の

義
務
付
け

（
二
）立
地
地
域
の
影
響
や
賠
償
責
任
へ
の
対
応

は
地
元
住
民
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
場
合
に
、
県
が
他
の
施
策
・
地

域
に
優
先
し
て
立
地
地
域
を
支
援
で
き

る
規
定
、
又
は
増
税
し
た
上
で
立
地
地
域

の
支
援
策
や
賠
償
責
任
に
対
応
で
き
る

規
定
の
追
加
、
ま
た
、
稼
動
に
賛
成
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
、
投
票
結
果
を
尊
重
す
る
規
定
が

効
力
を
も
た
な
い
と
す
る
こ
と

直
接
請
求
に
か
か
る
東
京
電
力
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
稼
動
に
関
す
る

新
潟
県
民
投
票
条
例
の
制
定
に
関
す
る

主
な
議
論

去
る
一
二
月
二
五
日
に
橋
本
桂
子
さ
ん
ほ
か
二

五
名
の
市
民
グ
ル
ー
プ
代
表
者
か
ら
、
東
京
電
力

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
稼
動
に
関
す
る
新
潟

県
民
投
票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
が
提
出
さ
れ
、

一
月
二
十
一
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
っ
て
臨
時
議

会
に
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
条
例
案
は
市
民
グ

ル
ー
プ
が
作
成
し
た
条
例
案
に
知
事
の
意
見
を
付

議
し
て
上
程
さ
れ
た
。
審
議
に
あ
た
り
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
審
議
し
本
会
議
で
採
決
す
る
手

順
。
本
議
案
は
賛
成
少
数
で
否
決

◆
知
事
の
付
議
し
た
主
な
意
見（
課
題
を
指
摘
）

知
事
の
意
見
に
は
、
住
民
投
票
と
い
う
手
法
は

民
主
主
義
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。
と
し
な
が

ら
も
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
動
に
つ
い
て
議
論
を

行
う
に
は
、
稼
動
さ
せ
る
こ
と
、
又
は
稼
動
さ
せ

な
い
こ
と
に
伴
い
、
立
地
自
治
体
に
生
じ
る
様
々

な
課
題
や
不
利
益
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
が
提
供

さ
れ
、
県
民
一
人
一
人
が
理
解
し
た
う
え
で
議
論

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
七
つ
の
課
題
を
意

見
と
し
て
付
し
て
い
る
。

一
、
稼
動
の
論
議
を
行
う
に
は
、
検
証
を
踏
ま

え
た
情
報
提
供
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
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原
発
住
民
投
票
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容

一
月
一
〇
日
に
Ν
Η
Κ
よ
り
原
発
住
民
投
票
条

例
案
の
制
定
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り

ま
し
た
。
私
が
十
五
日
に
回
答
し
た
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問　
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転

再
開
に
つ
い
て
県
民
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
判

断
し
て
欲
し
い
と
、
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を

求
め
て
い
ま
す
。
今
月
二
一
日
か
ら
審
議
が
始

ま
る
住
民
投
票
条
例
案
に
、
あ
な
た
は
、
賛
成

し
ま
す
か
、
反
対
し
ま
す
か
。
Ａ
賛
成
す
る　

Ｂ
反
対
す
る　

Ｃ
未
定

答　
Ｃ　

知
事
の
意
見
が
現
段
階
で
不
明
確
な

の
で
回
答
し
か
ね
る
。

問　
原
発
の
運
転
再
開
な
ど
の
重
要
な
事
項
に

つ
い
て
住
民
投
票
と
い
う
手
法
を
も
ち
い
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
評
価
で
き
る　

Ｂ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
評
価

で
き
る　

Ｃ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
評
価
で
き
な

い　

Ｄ
評
価
で
き
な
い　

Ｅ
そ
の
他

答　
Ｅ　

憲
法
改
正
の
国
民
投
票
や
市
町
村
合

併
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
な
ど
に
つ
い
て
は

評
価
で
き
る
が
、
原
発
の
運
転
再
開
な
ど
は
情

報
開
示
や
投
票
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
問
題
が

県民投票条例案の主な議論県民投票に関するアンケートの回答内容


